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カーボンナノチューブ（CNT）、グラフェン等のナノカーボン材料は、次世代電子デバイスの基

幹材料として広く研究されている。イオンや電子ビームをナノカーボン材料に照射することによ

り、デバイス応用に向けてその構造・特性を制御する試みが進められている。その中で多層 CNT

（MWCNT）の電気伝導特性を制御する試みがあり、局所的にイオンを照射することにより、量子

ドットの形成が報告されている[1,2]。一方で、多価イオンは、比較的大きなポテンシャルエネル

ギーを持ち、物質表面に近づくと多数の電子を剥ぎ取ることが知られている。本研究では、

MWCNT に多価イオンを照射し、電気伝導特性及び構造の評価を行ったので報告する。 

電気伝導特性の評価のために MWCNT を孤立分散させ、その端に電極として Au/Pd層を堆積さ

せた。また、構造の評価のために Niグリッド上に

MWCNT を分散させ、透過型電子顕微鏡（TEM）

及びラマン分光法を適用した。多価イオン照射に

は、神戸大学が所有する電子ビーム型多価イオン

源（Kobe-EBIS）を使用した。8価の Arイオン（運

動エネルギー：16keV, 照射量：6×1013ions/cm2）を

MWCNT に照射した後の電気伝導特性の測定結果

を図 1に示す。この結果より、極低温（1.8K）にお

いて電流が流れない領域が存在する（クーロンブ

ロッケード）。また、クーロン振動やクーロンダイ

ヤモンドが観測されたことから、MWCNT 上に量

子ドットの形成が示唆される。 
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    FIG. 1. I-V curves of the irradiated MWCNT at 

room temperature, 212K, and 1.8K. The inset 

shows enlarged view of the I-V curve at 1.8K. 
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